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Abstract 
Thin membrane theory was applied to the toroidal shells of circular section， subjected to the action of uni-
form internal pressure. Experiments were made by using tire tubes of a motor car. The tangential and meri 
dian stresses were determined by reading the surface strains for two perpendicular directions. Results of ex-










うに二つの子午線方向の垂直力 N<p， 平行面内に作用する垂直力 Neのみが作用し曲げモーメン
トおよびせん断力は作用しないと仮定する O 周方向および法線方向の外力を X，Y， Z，とすれば要





(N9'十dNヂ)(ro十dro)dθ-N9' rodθ一(Nodθcos'P )qdヂ十Yrlrod'Pd8 = 0 ・ (1) 
d(roN9') ー~ヱ-'-- -Nor]cosヂ+YrlrO=0 …… (2) 
d'P 
















2πroNcp sin 'P +P= 0 (5) 
!p 
(a) (b) 
図一 1 薄膜応力の釣合い 図-2 外力と応力の釣合い
図3の円環かくに内圧 pが作用すれば，曲げモーメントを無視して， AB聞に作用する圧力の
x-x軸方向の合力は
Pニ π(r02-b2)p …… (6)
これを式(5)に代入し， rOニb十asin 'P であるから
No=並三喧p p竺(1+~) ・…・ (7) 
2ro sin 'P 2¥ro J
これを式(4)に代入すれば， z=-pであるから
Nn 二~(-z-町二~_. ro-b_旦<N~ …… (8) 


































a(cm) b(cm) h(mm) ムp(kPa) 
4.46 9.83 1. 75 5.13 
T-1 
4.46 9.83 1. 75 6.47 
5.84 23.52 1. 71 1.00 
T-2 
5.84 23.52 1. 71 3.40 









E¥I' 子午線方向ひずみ ee 聞方向ひずみ
チューブの厚さ hは場所により異り一様ではないので試験終了後切断して各標点部ごとに測定
した O 原厚さ ho，また厚さは内圧によっても変化するので hoの補正値を hとする。それらはさ
らに場所によっても異なるのでその平均値を五とする。図 5，6，7にヂと子午線方向応力σ¥1'，
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e<p→(去 (1+五おけ-P;~ J 
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